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『
中
世
イ
タ
リ
ア
の
都
市

と
商
人
』

　
本
轡
は
、
去
る
一
九
八
八
年
四
月
二
九
日
に
急

死
さ
れ
た
清
水
慶
一
郎
氏
の
遺
稿
集
で
あ
る
。
清

水
氏
の
初
期
の
論
文
は
、
既
に
『
イ
タ
リ
ア
中
世

都
布
国
家
研
究
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
年
）
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
書
に
収
め
ら
れ
た
論

考
は
、
そ
れ
以
降
の
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
一
般
向

き
に
書
か
れ
た
も
の
を
中
心
と
し
て
お
り
、
た
い

へ
ん
平
易
な
文
で
わ
か
り
や
す
い
。
本
書
に
は
さ

ら
に
阿
部
謹
也
、
森
尾
総
夫
、
斉
藤
寛
海
の
三
氏

の
鼎
談
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
で
は
、
簡
単
に
内
容
を
紹
介
し
よ
う
。
掲

載
さ
れ
て
い
る
論
考
は
、
大
別
す
る
と
二
つ
に
分

け
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
地
中
海
商
業
を
広
く
見
よ

う
と
す
る
も
の
で
、
特
に
ガ
レ
ー
船
を
始
め
と
す

る
船
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
「
1
地

中
海
と
海
賊
」
「
ー
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
。
キ
オ
ス
・
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
」
「
皿
地
中
海
貿
易
と
ガ
レ
ー
船
」

が
こ
れ
に
当
た
る
。
「
1
地
中
海
と
海
賊
」
は
、

一
三
、
一
四
世
紀
の
小
話
を
例
に
取
り
な
が
ら
、

海
上
交
易
と
海
賊
行
為
が
表
裏
一
体
の
も
の
で
あ

っ
た
時
代
の
地
中
海
商
業
の
武
装
の
側
面
に
光
を

当
て
て
い
る
。
「
且
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
・
キ
オ
ス
・
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
」
は
、
地
中
海
商
業
の
一
つ
の
雄
ジ

ェ
ノ
ヴ
ァ
に
焦
点
を
据
え
な
が
ら
、
一
般
に
い
わ

れ
る
「
地
中
海
商
業
は
ガ
レ
ー
船
活
動
に
よ
る
奢

修
晶
貿
易
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
一
面
的
で
あ
る

こ
と
を
示
す
。
大
型
帆
船
が
明
鑑
の
よ
う
に
重
く

て
安
価
な
商
品
を
運
ぶ
と
い
っ
た
か
た
ち
で
お
こ

な
わ
れ
た
中
継
貿
易
が
、
最
盛
期
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
の

商
業
で
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
明
映

に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
「
皿
地
中
海
貿
易
と
ガ
レ

ー
船
」
で
は
、
地
中
海
貿
易
を
代
表
す
る
「
ガ
レ

ー
船
」
の
船
そ
の
も
の
の
構
造
、
使
用
法
の
発
展

か
ら
、
地
中
海
貿
易
を
概
観
し
て
い
る
。

　
も
う
一
つ
は
清
水
氏
が
ず
っ
と
研
究
課
題
と
し

て
こ
ら
れ
た
イ
タ
リ
ア
中
世
都
市
に
関
わ
る
も
の

で
あ
る
。
絶
筆
と
な
っ
た
「
顎
イ
タ
リ
ア
中
世
都

市
論
再
考
」
に
お
い
て
、
都
市
史
研
究
に
お
け
る

イ
タ
リ
ア
都
市
論
の
意
味
を
検
討
し
、
展
望
を
試

み
よ
う
と
し
て
お
ら
れ
た
こ
と
が
知
れ
る
。
こ
の

論
考
が
未
完
に
終
わ
っ
た
こ
と
は
ま
こ
と
に
遺
憾

で
あ
る
。
た
だ
、
一
九
八
七
年
間
歴
史
学
会
で
の

講
演
を
記
録
し
た
「
顎
イ
タ
リ
ア
中
世
都
欝
論
再

考
し
で
、
清
水
氏
が
考
え
て
お
ら
れ
た
こ
と
を
窺

い
知
る
の
み
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

都
市
研
究
史
を
概
観
し
た
上
で
、
従
来
典
型
的
な

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
都
市
の
裏
返
し
と
み
ら
れ
て
き
た
イ

タ
リ
ア
都
帯
が
、
実
は
一
つ
の
典
型
の
た
め
の
素

材
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
最
近
の
都
市
研
究
で
は
、
従
来
リ
ジ

ッ
ド
に
分
け
ら
れ
て
き
た
「
都
市
」
と
「
農
村
」

の
関
係
が
見
直
さ
れ
て
お
り
、
「
周
辺
の
世
界
、

農
村
の
世
界
と
の
絆
を
維
持
し
て
、
そ
の
組
織
化

と
統
治
の
中
心
と
な
っ
た
都
市
」
と
位
置
づ
け
ら

れ
て
き
た
イ
タ
リ
ア
中
世
都
市
の
も
つ
性
格
が
他

の
都
市
に
も
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
都
市
が
も
つ
二
面
性
、
つ
ま
り
経
済
的
、

文
化
的
、
宗
教
的
に
人
を
引
き
つ
け
る
中
心
地
と

し
て
の
機
能
か
ら
く
る
開
放
性
と
、
恒
常
的
に
住
．

む
住
民
が
運
営
す
る
共
同
体
が
持
つ
閉
鎖
性
が
、

イ
タ
リ
ア
都
市
に
お
い
て
は
よ
り
鮮
明
な
形
で
現

わ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
イ
タ
リ
ア
都
市
の
性
格
を
よ
り
具

体
的
に
描
い
て
い
る
の
が
、
「
W
イ
タ
リ
ア
中
世

都
市
の
『
市
民
』
と
『
非
市
民
』
」
「
V
中
世
末
期

イ
タ
ジ
ア
に
お
け
る
職
人
・
労
働
者
の
移
動
」
で

あ
る
。
前
者
は
「
市
民
」
と
一
口
に
い
っ
て
も
、

共
同
体
内
の
「
市
民
」
に
も
い
く
つ
か
の
レ
ヴ
ェ
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ル
が
あ
り
、
さ
ら
に
都
市
に
は
共
同
体
に
は
含
ま

れ
な
い
も
の
の
都
市
経
済
に
不
可
欠
な
「
外
圏
人
」

が
い
る
。
そ
の
関
係
は
ル
ー
ズ
で
あ
る
こ
と
を
示

す
。
後
者
は
、
前
者
で
示
さ
れ
た
「
外
国
人
」
の

中
で
、
特
に
広
範
囲
に
移
動
し
て
い
く
職
人
や
労

働
者
像
を
史
料
か
ら
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
る
。

　
さ
て
、
清
水
氏
が
イ
タ
リ
ア
都
市
の
中
で
特
に

研
究
対
象
と
さ
れ
て
き
た
の
は
、
ピ
サ
で
あ
る
。

清
水
氏
は
ハ
一
四
世
紀
ピ
サ
の
公
証
人
文
書
を
調

査
さ
れ
、
イ
タ
リ
ア
で
も
そ
の
成
果
を
刊
行
さ
れ

て
い
る
。
本
書
に
掲
載
さ
れ
た
論
考
に
も
ピ
サ
へ

の
言
及
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
が
、
「
M
中
世
宋

期
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
公
証
人
の
活
動
」
は
、
中

世
イ
タ
リ
ア
で
活
発
な
活
動
を
展
開
し
た
公
証
人

に
つ
い
て
、
ピ
サ
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
を
中
心
と
す

る
紹
介
と
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
、
簡
単
に
本
書
に
盛
ら
れ
た
清
水
氏
の
論

文
の
内
容
を
紹
介
し
た
。
こ
の
ほ
か
本
書
に
は
、

清
水
氏
と
同
時
期
に
大
学
院
で
研
究
を
さ
れ
た
阿

部
謹
也
氏
、
森
尾
総
夫
氏
、
ま
た
中
世
イ
タ
リ
ア

史
を
研
究
し
同
時
期
に
留
学
さ
れ
た
斎
藤
寛
海
氏

の
鼎
談
が
付
け
加
え
ら
れ
て
お
り
、
本
書
で
は
触

れ
ら
れ
な
か
っ
た
研
究
上
の
業
績
を
含
め
て
、
清

水
氏
の
人
と
な
り
、
研
究
方
向
な
ど
を
知
る
の
に

役
立
つ
ρ
た
だ
、
あ
え
て
欲
を
い
え
ば
、
『
中
世
イ

タ
リ
ア
都
市
国
家
研
究
』
以
降
に
清
水
氏
が
発
表

さ
れ
た
論
文
は
他
に
も
多
数
あ
る
。
た
と
え
ぼ
、

婚
資
に
つ
い
て
も
何
度
か
発
表
さ
れ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
本
書
に
は
所
載
さ
れ
て
い
な
い
。

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
が
あ
ろ
う
が
、
今
後
清
水
氏
の

業
績
が
ま
と
め
ら
れ
る
チ
ャ
ン
ス
が
な
い
と
す
れ

ば
、
な
ん
と
か
こ
こ
に
ま
と
め
て
載
せ
て
ほ
し
か

っ
た
と
感
じ
ず
に
は
入
ら
れ
な
い
。

　
清
水
氏
が
、
日
本
に
お
け
る
中
世
イ
タ
リ
ア
史

研
究
を
リ
ー
ド
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と

で
あ
ろ
う
。
清
水
氏
は
ご
自
身
の
研
究
の
ほ
か
、

「
紹
介
」
「
書
評
」
も
数
多
く
な
さ
れ
、
中
世
イ
タ

リ
ア
に
関
連
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
概
説
を
こ
な
さ
れ

て
き
た
。
清
水
氏
の
業
績
は
日
本
国
内
に
と
ど
ま

ら
ず
、
清
水
氏
が
研
究
さ
れ
て
い
た
ピ
サ
で
、
共

に
研
究
を
進
め
て
い
た
賊
・
ル
ッ
ツ
ァ
テ
ィ
、
G

・
ロ
ヅ
セ
ッ
テ
ィ
な
ど
の
研
究
者
か
ら
も
評
価
さ

れ
て
い
た
。
三
度
に
わ
た
っ
て
イ
タ
リ
ア
に
留
学

さ
れ
、
研
究
を
進
め
ら
れ
て
い
た
研
究
の
在
り
方

は
、
西
洋
史
研
究
の
モ
デ
ル
と
な
る
も
の
だ
っ
た
。

今
後
の
さ
ら
に
一
層
の
活
動
が
期
待
さ
れ
て
い
た

だ
け
に
、
五
〇
代
半
ば
と
い
う
若
さ
で
世
を
去
ら

れ
た
こ
と
は
い
く
ら
惜
し
ん
で
も
あ
ま
り
あ
る
。

紹
介
者
も
ま
た
、
清
水
氏
に
教
え
を
乞
い
、
ア
ド

ヴ
ァ
イ
ス
を
受
け
た
一
人
で
あ
る
。
哀
悼
の
意
を

こ
め
て
、
本
書
が
多
く
の
人
の
鼠
に
触
れ
る
こ
と

を
願
い
た
い
。

　
　
（
珍
6
判
、
二
三
二
頁
、
洋
白
社
、
　
一
九
入
九
年

　
　
一
二
月
、
｛
疋
備
一
二
〇
六
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
（
山
辺
規
予
　
京
都
橘
女
子
大
学
助
激
授
）

　
呆
学
術
会
議
だ
よ
凹

　
α
7

1
1
N
H
l
I

平
成
二
年
五
月
　
日
太
七
三
会
議
広
報
委
員
会

　
◇
日
本
学
術
会
議
第
一
〇
九
回
総
会
報
告

　
日
本
学
術
会
議
第
一
〇
九
回
総
会
（
第
一
四
期

・
第
五
回
）
は
、
四
月
一
八
～
ご
○
日
の
三
日
間

開
催
さ
れ
た
。

　
　
（
申
立
）

　
今
回
総
会
で
は
、
次
の
勧
告
、
対
外
報
告
が
採

択
さ
れ
た
。

①
地
球
圏
－
生
物
圏
国
際
協
岡
研
究
計
画
（
I

　
G
B
P
）
の
実
施
に
つ
い
て
（
勧
告
）

　
こ
の
I
G
B
P
に
つ
い
て
は
、
以
前
か
ら
会
長

召
集
の
検
討
会
議
や
関
係
す
る
部
会
、
研
究
連
絡

委
員
会
等
で
検
討
が
続
け
ら
れ
て
き
た
が
、
こ
の

度
、
こ
れ
ら
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
て
、
入
間
活

動
と
地
球
環
境
に
関
す
る
特
別
委
員
会
の
I
G
B

P
分
科
会
が
中
心
と
な
っ
て
今
回
の
勧
告
案
を
取

り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
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